
瞳孔径に依存しない
正確な無散瞳モード

年代毎の正常者データ内蔵で
検査結果はカラー判定



診断 (diagnosis)
効率的かつ効果的な ERG / VEP 検査は、遺伝性または後天性の眼疾患の
存在を検出および確認するための他覚的な評価を提供します。

監視記録 (monitor)
病気の進行を追跡し、治療の必要性と結果を予測します。

研究 (research)
網膜機能に関する理解を深め、正確で再現性のある結果に基づいて
網膜プロセスと視覚経路に影響を与える要因を評価します。

ERG (網膜電図) と VEP (視覚誘発電位)は、先天性だけでなく
後天性の網膜視神経疾患を診断する上で重要な役割を果たし、
網膜と視覚経路の機能を包括的に臨床医と研究者に提供します。





皿電極でも簡単に記録できます

切り替えスイッチをつかって、

簡単な操作で、ERGが記録で

きます。



暗順応が不要で、
短時間で錐体ERG
が記録できます。

一番必要とされる
ERGです。要暗順応
同時に律動用小波も
記録されます。

陽性波出現以降、時刻72msec付近の
凹部分の波で、網膜神経節細胞起源
といわれています。

赤背景光で、赤錐体（L-cone)、緑錐体
（M-cone)を抑制して、青刺激光で青
錐体（S-cone）の応答を記録します。

閃光ではなく、150msec程度の長めな
光刺激を与えて、光点灯時の応答と光
消灯時の応答を分離して記録します。

皿電極を後頭部に装着し、光刺激に
対する脳波を記録します。

※ フリッカーERG は、潜時と振幅を測定する際に以下の 2 通りで表示しています。
　 ① 刺激頻度による基本周波数(28.3Hz)の正弦波からの潜時と振幅を測定する方法
　 ② ISCEV Standard に従った潜時と振幅を測定する方法
※ ISCEVは、国際臨床視覚電気生理学会（ISCEV: International Society for Clinical Electrophysiology of Vision) の略称です。

国際標準のERG
全視野精密網膜電図
が記録できます。




